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那覇空港における貿易構造の分析(2010）

知念肇

論文概要

2009年10月に全日空貨物基地が那覇空港にて営業を開始して以来、県民の関心は急

速に高まっているが、貿易構造の議論はなされているように思えない。本稿は、2010

年の沖縄地区税関の資料をもとに、那覇空港を経由した貿易構造の分析を試みたもの

である。それによると、那覇空港は、アジアの垂直的貿易の要となる地理的条件を生

かし、成長していることがわかった。

キーワード：ハブ空港、国際貨物基地、垂直的貿易、フラグメンテーション

1．はじめに

2009年（平成21年)10月に全日空国際貨物ハブが那覇空港で本格的な営業を開始したが、20

10年は、「どこに、何を運ぶのか」ということが明確になった年であった。国内3空港（羽田、

名古屋、関西）と仁川（韓国)、上海（中国)、台北（台湾)、香港のアジア4空港を結ぶ那覇

貨物ハブは、まさに東アジア経済圏と我が国経済の連動を意図した計画であったため、アジア

経済の枠組にどのように組み込まれていくのか注目されていた。那覇空港における貨物ハブの

最大の課題は、アジアの貨物を安定して集めることができるのかというところであるが、それ

はつまり那覇空港における物流ニーズを明確化することに他ならない。本稿は、上記のような

問題意識をもとに、沖縄地区税関のデータより那覇空港貨物ハブの現状と可能性について考察

したものである。’1

2．貨物総量の変化

かつて琉球王朝は、アジア各地との交易において国家の礎を築いていたとのことである。そ

の交易先は、タイやインドネシアにまで及んでおり、古より海のシルクロードとして重要な位

置を占めていたことがわかる。

沖縄地区税関によると2010年の那覇空港における貨物取扱量は、II万8,164トンとなり、貨

物ハブ開設以前の80倍近くの貨物を取り扱っている。特に国|蝶貨物は、名古屋空港を抜き、国

内3位となっている。(1位成田、2位関西)2010年の那覇空港の貨物取扱量は輸出にあたる積

込量が7万1,349トン、輸入に当たる取卸量が7万6,815トンであった。（図表1，図表2)
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図表12010年輸出関連那覇空港貨物取扱量(t)

積込量 輸出量 仮陸揚

71,349 I(-in 71,075

沖縄地区税関資料より

図表22010年輸入関連那覇空港貨物取扱量(t)

取卸量 輸入量 仮陸揚

76，815 2，247 71,075

沖縄地区税関資料より

那覇空港における全日空の戦略は、夕方以降工場より貨物を発送し、深夜に那覇空港に集め、

翌朝アジアの目的地に届けるというものであるが、これはフェデックス(FederalExpress)

が米国で開発したオーバーナイト・ディリバリー（翌朝配達）を沖縄起点に東アジアで展開し

ようというビジネス・モデルに他ならない。那覇空港到着後3時間ほどで、貨物は積み替えら

れ、目的地に向かうが、開業以来オペレーション上の大きなトラブルは報告されていない。

3．輸出構造

那覇空港を経由したI輸出入額が図表3に示され、図表4でグラフ化した。当初輸入超過で推

移してきたが、11月、12月と輸出が輸入を上回るようになっている。また、9月以降は輸出額

が再輸出品の取扱額を上回っている。アジアの経済成長は、ここで確認するまでもなく明らか

であるが、スヒ．－ドに対するニーズが新興国で急速に高まっている。

図表3那覇空港を経由した輸出入（千円）

月

輸 出

輸入

再輸出品

,△二1
口 百丁

月

I 諭出

輸入

再輸出品

参へ
計口

1月 2月

326,248 171,397

975,557 377,819

136,007 160,931

1,437,812 710,147

7月 8月

171,3()3 756,841

539,692 683,950

164,660 712,222

875,655 2,153,013

3月

225,386

647,427

211,581

1,084,394

9月

137,197

721,621

125,489

984,307
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4月 5月 6月

61,126 240.344 327,042

3,229,377 537,650 47(),992

54,432 219,126 311,127

3,344,935 997,120 1,109,161

10月 11月 12月

419,914 1,304,738 2,023,770

1,193,932 1,071,446 1,122,300

282,614 106,186 152,598

1,896,460 2,482,37(） 3,298,668
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図表4那覇空港を経由した輸出入（百万円）

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

鰯-●－1輸出

÷輸入

一再輸出品

一合計

ゼ．r軍

1－1

ふ拶抄禽令捗へ、妙､、ざ●や
一，台，~

図表5は、輸出主要国の上位を示したものであるが、1月を見てみると米国やドイツが上位

5カ国に入っている。しかし、このような状況は東アジアにおけるロジスティクス・ハブを目

指している那覇空港の意図するものではなかった。台湾、香港、シンガポールが連続して上位

に入っているのは、9月以降である。アジア経済圏への輸出額が米国への輸出額を下回るよう

では、日本の経済構造を変えることなどできないが、この状況は確実に脱している。

図表5輸出主要国動向

図表6は、那覇空港における米国とアジア3地域（台湾、香港、シンガポール）への輸出額

の推移を示したものであるが、10月以降明らかにアジアへの輸出が米国を上回っている。これ

まで、沖縄における国際貨物の中心は、米軍関連のものであったが、アジアの経済と連動した

物流構造の変化が見て取れる。これは、沖縄県の経済界にとっても、アジア市場への大きなルー

トが確立されたことを感じさせるに十分なものであった。

特に香港は、中国のゲートウェイとしての役割を果たしていることから、アジアにおける航

空物流においても中国市場の存在感が大きく感じられるものとなっている。

－3－
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図表6那覇空港における米国およびアジア3地域への輸出（百万円）
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アジア3地域（台湾、香港、シンガポール）のうち、11月以降台湾への輸出が大きく伸びて

おり、それに次ぐのが香港となっている。（図表7）沖縄県に貨物ハブを作るということは、

近隣諸国のハブ空港と競合するのではないかとの見方も強かったが、現在のところスムーズに

連携しており、アジアにおける物流ネットワークになかなか入れなかった日本経済にとっても

メリットは大きいと考える。

図表7アジア3地域への輸出額（百万円）
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図表8には、輸出上位5品目が記されているが、輸出において明確になったことは、台湾、

香港に対して電気機器を多く輸出しているということである。現在、産業界においては、フラ

グメンテーションと呼ばれる現象が多くみられるが、それは製造工程をモジュールごとに分割

し、分割された工程を国際的にみて最適な立地に配置するものである。しかし、それらの生産

拠点を効率的にリンクさせ、サプライチェーンとしての機能を果たすことこそが企業戦略上重

要となっている。

日本からは、半導体、精密機器、金型などの輸出が堅調であるが、それらの製品に対しても

JITが望まれており、これらの企業戦略にいかに応えていくかということが、今後の那覇空港

にとって重要となる。

図表8上位輸出品目動向

順位

1

2

3

4

5

順位

1

2

3

4

5

1月

再輸出品

その他の動植

物性原材料

魚介類及び

同調整品
諜鐸

唾

r､金属製品
:識識露鴬騨騨鱗翻聴

…認』

バック類

7月

再輸出品

その他の動植

物性原材料

飲料

肉類及び

同調整品

元素及び

化合物

2月

再輸出品

バック類

元素及び

化合物

その他の動植

物性原材料

その他の

調整食糧品

8月

再輸出品

雫蕊灘鱗鍵鱗議繍

精密機器類
菰

砕沸

その他の

調整食糧品

その他の動植

物性原材料

飲料

3月

再輸出品

バック類

蕊鶴蕊識競溌鎮'職,､‘．

一般機械
……鍔㎡_管

衣類及び

同附属品

糖類及び同調

整品。蜂蜜

9月

再輸出品

魚介類及び

同調整品

その他の

調整食糧品

飲料

肉類及び

同調整品
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4月

再輸出品

その他の

調整食糧品

魚介類及び

同調整品

繍蕊謹職蝿癖"篭鶏蕊

一般機械

糖類及び同調

整品・蜂蜜

10月

再輸出品

電気機器

その他の

調整食糧品

一般機械
議織職織

魚介類及び

同調整品

5月

再輸出品

電気機器

その他の

調整食用品

バック類

その他の動植

物性原材料

11月

軍鍵灘驚蝿；

電気機器：
蕊蕊蔦蕊；噌鵜簾難

再輸出品

木製品及びコル

ク製品(除家具）

飲料

その他の

調整食糧品

6月

再輸出品

バック類

肉類及び

同調整品

元素及び

化合物

その他の

調整食糧品

12月

驚蝉撫鶏拶蝋

電気機器
,蕊蕊灘：熱

再輸出品

飲料

その他の動植

物性原材料

その他の

雑製品
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4．輸入構造

図表9の輸入主要国動向を見てみると、6月（4月を除く）まで米国が一位であったが、9

月以降は、台湾、中国、韓国、香港が上位に入っている。輸入面で見ても、東アジア経済との

結びつきを強くしている。

図表9輸入主要国動向

主要輸入品目動向を見てみたのが図表10であるが、雑製品と電気機器が上位を占め、同一産

業内で輸出と輸入が盛んになされていることがわかる。

図表10主要輸入品目動向
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韓国
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擬
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灘繊
亦
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や
〃
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4月
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韓国
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台湾
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6月
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韓国
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台湾
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壬寺井

~勺ｰ
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台湾

中国
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蝿撰蕊’

香港
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1

ハ

と

q
u

4

5

1月

；蕊』.ﾊ

－一般機械

電気機器

輸送用機器

衣類及び

同附属品

精密機器類
鍵

2月

毛xL1灰貢向

輸送用機器

衣類及び

同附属品

譲蕊鍵騨欝蕊蕊蕊蕊欝溌;灘蕊燕：

一般機械;!》
篭騨環昇癖，識『霧簿

蕊蕊蕊蕊､￥

鴬精密機器類
露

3月

電気機器

蔦欝灘蕊鍵議蕊識

一般機械
．.､腔.蟻:…

衣類及び

同附属品

精密機器類
篭畿蕊騨騨織#蕊溌駕溌識騨

輸送用機器

4月

輸送用機器

珂

“一般機械
鼎

電気機器

衣類及び

同附届品
警識

精密機器類fw
鴬，､“

5月

電気機器

衣類及び

同附属品

。一般機械籍
鍵蕊“

蕊識議灘熱蕊農誠鮮鰯鷲蛾稲”

精密機器類ノ
篭謹鑓難拷鳶職瀞尋、騨

輸送用機器

6月

鵜

電気機器

響く…

'一般機械

衣類及び

同附属品

琴溌驚撫織蕊蕊簿溌:識

《聡精密機器類
鈴#嬢

輸送用機器

順位

1

2

3

4

5

7月

その他の

雑製品

＃‘鰐溌灘鰯

電気機器
《
》

鶏蕊議蕊蕊蕊

精密機器類
器

蝿一灘議

鳶一般機械
『呂醗竿も…瞬禽

衣類及び

同附属品

8月
…溌蹴xF虻副吃罫鷲識#

息識瀦埠鍵

亜誇般機械鳥
鍵蕊鍵灘鍵識瀧驚

電気機器

衣類及び

同附属品

…譲恥息
精密機器類
鍵難癖騒騒鞘ヤザ掌：

輸送用機器

9月

その他の

雑製品
識蕊鞠《糠

電気機器

衣類及び

同附属品

蕊塵…鎮鞠

，精密機器類
虹

輸送用機器

10月

その他の

雑製品

電気機器

衣類及び

同附属品

再輸入品

､私一i蕊1慾鷲曝

一般機溌報溌;溌嬢機械4
．､H,,:,‐薮,‘,侭､′『ジ､--

-’二鰯_"’’､津_§職~真一，､.._

11月

その他の

雑製品

電気機器

再輸入品

衣類及び

同附属品

12月

その他の

雑製品
吻畢鰹､掛tL

電気機器

癖

精密機器類

衣類及び

同附属品

み霊鏡溌識
灘鱗識;溌溌鍵蕊蕊鍵灘議鷺議
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アジア諸国からの輸入動向を見てみると、台湾、中国、韓国、香港の順となっているが、ア

ジア新興国の中でも経済成長若しい地域と日本を結ぶ重要なルートとして那覇空港が選択され

ていると見てよい。また、その貨物の内容を見てみると、資本財が多くを占め、各企業のビジ

ネス・プロセスにおいてリードタイムの短縮が喫緊の課題であることが理解できる。輸出入と

も工業製品が上位で、垂直的貿易構造を示しているが、同一産業内、同一企業内で多頻度の貿

易がなされ、そのたびに関税が発生することになる。このような多重関税を撤廃するためにも、

新たな貿易の枠組みが必要と考える。

4．アジア経済との連携

アジア経済と那覇空港の連携を考えてみよう。東アジアと日本間における貿易構造の特徴と

して、次の3点があげられる。①中国から日本への輸出が増大すると、日本から香港への輸出

が増える。②韓国の中国に対する貿易黒字が増大すると、韓国の日本に対する貿易赤字も増大

する。③東アジアにおける企業内貿易が増えている。

これらの特徴を那覇空港における貨物の動向により見てとれるならば、那覇空港が東アジアの

貿易圏に組み込まれたと見て良いとの仮説のもとに以下のデータ分析を試みた。

先ず、輸入で見ると、台湾、中国、韓国、香港の順になっているが、（図表11)中国からの輸

入が継続的に増加している。やはり、貨物取扱量を安定して確保するためには、中国の物流ニー

ズに応えていくことが必要である。

図表11東アジア諸国からの輸入（百万円）

700

X
6()(）

50(）

4()(）

300

200

100

0

国
国
港
湾

韓
中
香
台

一
一
一
一

／

I 1 』PU 『

ふf余禽ふざへ●ず動やきずや
､~~

中国からの輸入が増えると香港への部品輸出が増大するといわれるが、中国→日本一→香港→

中国という動きは図表12からもその傾向がみられる。グラフにおいて並列している棒は、左側

が香港への輸出であり、右側がにI'国よりの輸入となっている。7月から年末にかけて中国から

の輸入が増加しているが、それに応えるように香港への輸出が増大する傾向が見て取れる。一
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その中枢部品を日本に依存しているが、関税のない香港をゲート

この現象が沖縄の貨物動向より見られるのは、意義のあることと

般に中国のハイテク商品は、

ウェイとして活用しており、

考える。

図表12香港への輸出と中国からの輸入（左：香港へ輸出、右：中国より輸入）（百万円）

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２
１

〆

〆

談

〆

〆
､可

H *と

ふず令談ふざへ●秒、、●ふ抄
一一一

図表13香港、中国日本間の貿易構造

中国

品輸出部品移出

ぐ 日本香港

半導体輸出

次に、中国への韓国のハイテク家電（薄型テレビ等）輸出が増えると日本の半導体等ハイテ

ク部品の韓国への輸出が増えるといわれるが、韓国は中国への貿易黒字が増えると日本に対す

る貿易赤字も増えるという貿易構造を持っている。韓国企業はいち早く市場へ新製品の導入を

図るために日本のハイテク部品の購入に積極的であるが、自社開発では市場導入に遅れ、シェ

ア獲得で不利になると見ている。このような動きは、那覇空港のデータからは見受けられなかっ

たが（韓国からの輸入は多かったが、韓国への輸出は少ないものであった)、中韓の国際物流

は韓国の仁川空港を中心になされており、沖縄の関与は薄いと考える。

－8－
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図表14日本、韓国、中国間の貿易構造

貿易赤字(韓国）

日本

貿易黒字(韓国）

シ韓国 伝中国

ハイテク部品輸出 薄型テレビ輸出

台湾に対･しては、輸出入とも増大しているが、台湾では完成財レベルおよび部品レベルにお

いて日本メーカーの委託生産が盛んなためと考えられる。台湾経済とのリンケージを考えると

那覇空港の存在は重要な位置を占めると考えるが、その理由は、台湾が高度な労働力と日本と

比べて割安な製造コストを保持していることから、ハイテク部品製造のパートナーとして今後

とも注目すべき地域であり、その中継地として沖縄が選択されているからである。

図表15台湾との貿易（百万円）
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ここで、那覇空港で取り扱われるべき製品の特'性を確認しよう。図表16から考えると、航空

物流で扱われる品目の特徴は「軽量で単価が高い」ということであるが、日本企業が得意とす

るIcチップや半導体などの輸出拠点として那覇空港の存在は重要となると考えられる。フラ

グメンテーションがすすむハイテク製品の生産工程においては、JITが強く望まれていること

からも、空港でのシームレスな物流が必須となっている。つまり、飛行機を使った物流に適し

た製品が増えているのである。

図表16輸送モードの特徴
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工業製品の輸入においては、電気機器の輸入が多くなっているが、部品を輸出し、完成品を

輸入する日本とアジアとのサプライチェーンが構築されている。（図表17)

図表17工業製品の輸入（百万円）
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図表18輸出入比較（百万円）
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図表18に見られるように、10月より輸出が輸入を上回っている。平成22年のデータを見てみ

ると、那覇空港は、アジア市場との貿易を確実に増大させており、軽量で単価の高いハイテク

部品（半導体等）の輸出に貢献している。台湾とは輸出入量において大変増大していることか

らサプライチェーンのなかに那覇空港が組み込まれ'たとみられる。サプライチェーンのノード

として地位を確立することはベストな物流拠点として認識されたことになる。

－10
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ただ国際的に見れば貿易額自体がまだ小さなものであるので、一有力企業の政策に左右され

ることもあり、まだ少し時間を見る必要がある。しかし、それでも日本のハイテク部品にとっ

て重要な輸出基地と期待されるのは、現代のハイテク部品メーカーにとってリードタイムの短

さがなによりの優位↓性だからである。

貿易論においては現代の貿易は垂直的貿易（部品を主とする貿易）に代わってきたといわれ

るが、グローバール・サプライチェーンをいち早く確立した企業が生き残ると考えられている。

図表19は、OEM(originalequipmentmanufacturer)やODM(originaldesignmanufacturer)

と呼ばれる委託生産企業の登場以来注目されるようになった部品のサプライチェーンを狭義の

サプライチェーンとし、メーカーから小売までの販路をチャネルと示し、狭義のサプライチェー

ンとチャネルを統合したものをサプライチェーンとしている。

図表19サプライチェーン概念図

サプライチーェーン

号
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← し ←

サプライチェーン(狭義）

図表2O那覇空港を中心とした航空物流網イメージ

卸売業

チャネル

韓国

惨

小売業

伝

縄ぐ一日本ぐ÷北米

タイ

全一や
マレーシア

シンガポール寺～かインドネシア

これまでメーカーにとって部品の調達よりも販路の開拓及び管理が困難であったが、部品の

ハイテク化、無在庫化、リードタイムの短縮化などによりサプライチェーン全体の最適化が求

められている。サプライヤーとのネットワークは、JIT製造に欠かせないものであるが、注

文生産でコストは大量生産に近いマス・カスタマイゼーションを戦|略として採用するグローバ

ル企業が増えている。これまでのグローバル・サプライチェーンにとって港と空港がボトルネッ

クとなっていたため、那覇空港のように好立地で24時間オープンの空港は将来‘性を感じさせる
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ものとなっている。

東アジアの主要都市ほぼすべてを網羅できる立地を最大限生かせば、アジア経済の－大拠点

形成も可能と考えられる。平成24年には、ベトナムとシンガポールの路線が加わることから、

貨物量の増大が見込まれ、アジアの活力がより強く感じられるものとなろう。平成22年で運ぶ

べき貨物と結ぶべき地域が明確化したのは大きいと考える。

5．終りに

2010年は、近隣東アジアとの交易に那覇空港が大きく貢献する年となった。那覇空港から上

海は1時間半、台北には1時間、香港にも2時間足らずで到着する。いずれも日系企業が多く

進出しており、地元企業との提携も盛んな都市であるので、これらの都市とのネットワークが

太く強靭なものとなることが望まれる。今後とも那覇空港の動きに注目していきたい。

今世紀に入り、‐世界中の空港がハブ空港とフィーダー空港に分類されるようになっている。

ハブ空港には貨物が集中し低コストを実現するが、フイーダー空港は貨物が集まらず、リード

タイムが長くなる。この差は、初めは小さなものであるが、ロックインという経済現象が発生

し、大きな経済格差を生み出す。神戸の震災後、釜山にコンテナ貨物が集中し、神戸港におけ

るコンテナ取扱量減少を招いたのは記‘億に新しいが、釜山をはじめシンガポールや香港といっ

たアジアのハブ港は、トランジット貨物の集中と短リードタイムで経済成長を遂げている。空

港においても近年はハブ空港間の競争が激しく、低価格、短いリードタイムなどの他に付加価

値のあるサービスが要求されている。例えば韓国においては、空港にFTZが併設され、格安な

賃貸料で工場用地が分譲されている。那覇空港が国際的なハブ空港間競争に生き残るためには、

ネットワークの拡大、滑走路の増設等、多くの問題を克服しなければならないが、それに付加

価値を付ける非航空分野の開拓も是非必要と考える。

最後に、日本経済と那覇空港の物流活動が強く結び付いている結果となったが、地元経済界

にとっても貨物ハブの存在は大きなチャンスであり、国際物流の研究と経験を積めば、大きな

成果が期待できると考える。2010年は工業製品が好調であったが、アジア市場の活発な消費動

向からすると、今後は鮮魚や高級食材の取り扱いも増加が期待できる。幅広い貨物の取り扱い

が、貨物ハブの運営上、望ましいと考えるが、この件については今後の研究課題とさせていた

だきたい。

1）．沖縄地区税関

した。

注

http://www.customs,go.jp/okinawa/より発表される毎月の速報値を使用
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